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1a. 現実主義｟物を観念的・思弁的に取らず、現実に即して客観的に考えること; cf. 



































































































































ii『新英和大辞典第 6 版』研究社、2002、p.2048 
iii『日本国語大辞典 13』小学館、2002、p.824 
iv『新英和大辞典第 6 版』p.2048 








































































































































































そもそも、肖像画という意味の Portrait は Portray という「人物を描く」という動詞の名詞








































































































                                                   
１３ツヴェタン・トドロフ『個の礼讃‐ルネサンス期フランドルの肖像画』岡田温司、大塚直子訳、白水社 2002、p.22 
１４岩山三郎『古代の没落と美術』美術出版社、1973、p.46 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































                                                   
４０スヴェトラーナ・アルパース『描写の芸術』幸福輝訳、ありな書房、1993、p.18 同上書 p.18 
４１同上書、p.96 
４２ レオン・バッティスタ・アルベルティ『絵画論』三輪福松訳、中央公論美術出版、1992、p.15、p.20、p.26 










ランダのアムステルダム王立美術館で行われていた LATE REMBRANDT という、晩年のレンブラン
トの作品の大部分が集められた展覧会を鑑賞した時である。アルパースも『描写の芸術』の中で、
レンブラントの作品を例外として扱っており、「レンブラントとフェルメールは、まったく対極


















































































































































































































































































































































































































































































































































制作年  2011 
素材  キャンバスに油彩 










制作年  2013 
素材  キャンバスに油彩 










制作年  2013 
素材  キャンバスに油彩 










制作者  野田弘志 
タイトル《TOKIJIKU（非時）
Ⅵ Lion》 
制作年  1992 
素材   キャンバスに油彩 


















制作者  磯江毅 
タイトル《鰯》 
制作年  2007 
素材   板、ジェッソ、鉛筆、
水彩 










制作年  2013 
素材   キャンバスに油彩 










制作年  2013 
素材   キャンバスに油彩 










制作年  2014 
素材   キャンバスに油彩 




制作者  アルベルト・ジャコメッティ 
タイトル《ジェイムズ・ロード》 
制作年  1964 
素材   キャンバスに油彩 












         
 























素材   板、キャンバスに油彩  
サイズ  184x245cm 
 
図版引用 
Cheryl Brutvan, Antonio Lopez 









制作者  アントニオ・ロペス  
タイトル《マルメロの木》  
制作年  1990 
素材   キャンバスに油彩 
サイズ  105x119.5cm 
 
図版引用 



























制作者  アントニオ・ロペス 
タイトル《バリェーカスの消防署の塔      
から見たマドリード》 
制作年  1990-2006 
素材   キャンバスに油彩 
サイズ  250x406cm 
 
図版引用 
Cheryl Brutvan, Antonio Lopez Garcia, 













制作者  ヤン・ファン・エイク 
タイトル《神秘の子羊》 
制作年  1432 
素材   板、油彩 
サイズ  開かれたとき 
     約 350ｘ450ｃｍ 
 
図版引用 
Albert Châtelet, Hubert et Jan 
VAN EYCK Crèateurs de I’ 
Agneau Mystique,ÉDITIONS 







Annick Born &Maximiliaan P.J. 
Martens, Van Eyck in detail, 



















制作年  1610-11 
素材  板、キャンバス、油彩 














制作者  パウル・ルーベンス 
タイトル《キリスト降架》 
制作年  1611-14 
素材  板、キャンバス、油彩 















制作者  ヨハネス・フェルメール 
タイトル《牛乳を注ぐ女》 
制作年 1660-1661  
素材  キャンバス、油彩 




































制作年  1654 
素材  キャンバスに油彩 
サイズ  112.0ｘ102.0cm 
 
図版引用 
Jonathan Bikker et al.,Rembrandt: 





No.22                              
上記作品ディティール  
 









制作年   
素材   
サイズ  105x119.5cm 
 
図版引用 
Jonathan Bikker et al.,Rembrandt: 








制作年  1659 
素材  キャンバス、油彩 
サイズ  84.5ｘ66.0cm 
 
図版引用 
Jonathan Bikker et al.,Rembrandt: 















制作年  1669 
素材  キャンバス、油彩 
サイズ  65.45x60.2 ㎝ 
 
図版引用 
Jonathan Bikker et al.,Rembrandt: 








制作年  2013 
素材  キャンバスに油彩 


















制作年  2014 
















制作年  2015 




































制作年  2015 
素材   キャンバスに油彩 



































制作年  2015 
素材   キャンバスに油彩 



































制作年  2015 
素材   キャンバスに油彩 

















制作年  2015 
素材   キャンバスに油彩 






























タイトル《悲しみが消えること》 制作年 2015   素材 キャンバス、油彩  サイズ 80.3x116.7cm 
 
 











図 1 《あの頃は》2011、H162.0xW194.0cm、キャンバスに油彩 [金沢美術工芸大学卒業制作展 金沢 21世紀美術館] 
図 2 《輪郭》2013、H181.8xW227.3cm、キャンバスに油彩 [金沢美術工芸大学大学院修了制作展 金沢 21世紀美術館] 
図 3 《転換》2013、H194.0xW194.0cm、キャンバスに油彩 [金沢美術工芸大学大学院修了制作展 金沢 21世紀美術館] 
図 4 野田弘志《TOKIJIKU（非時）Ⅵ Lion》1992、H145.5xW112.1cm、キャンバスに油彩、蘭島閣美術館 
図 5 磯江毅《鰯》2007、H41.0xW53.0cm、板にジェッソ、鉛筆、水彩 
図 6 《移ろいの中で》2013、H45.5xW33.3cm、キャンバスに油彩、個人蔵 [Intersection ギャラリー点] 
図 7 《ポートレイト》2013、H53.0xW72.7cm、キャンバスに油彩 [拡散と凝縮 金沢美術工芸大学アートギャラリー] 
図 8 《移行する記憶》2014、H91.0xW116.7cm、キャンバスに油彩 
図 9  アルベルト・ジャコメッティ《ジェイムズ・ロード》1964、H117.0xW81.5cm、キャンバスに油彩、個人蔵 







図 14 アントニオ・ロペス・ガルシア《バリューカスの消防署から見たマドリード》部分 
図 15 フーベルトおよびヤン・ファン・エイク《神秘の子羊》1432、約 H350xW450cm、板に油彩、ゲント、シント・バ
ーフ大聖堂 







図 20 ヨハネス・フェルメール《牛乳を注ぐ女》部分 
図 21 レンブラント・ファン・レイン《ヤン・シックスの肖像》1654、H112.0xW102.0cm、キャンバスに油彩、シック
ス財団 





図 25 レンブラント・ファン・レイン《自画像》1669、H65.45xW60.2cm、キャンバスに油彩、マウリッツハイス美術館 
図 26 《探し物》2013、H45.5xW33.3cm、キャンバスに油彩 [Intersection ギャラリー点] [賢ソウナ YES-man 問屋
まちスタジオ] 
図 27 《眼差し》2014、H60.6xW60.6cm、キャンバスに油彩 [Intersection ギャラリー点] 
図 28 《ひとりごと》2015、H116.7xW91.0cm、キャンバスに油彩 
図 29 《ひとりごと》部分 
図 30 《特異なポーズ》2015、H130.3xW97.0cm、キャンバスに油彩 
図 31 《特異なポーズ》部分 
図 32 《痛みを伴う光》2015、H72.7xW60.6cm、キャンバスに油彩 
図 33 《痛みを伴う光》部分 
図 34 《雤が降る前に》2015、H53.0xW45.5cm、キャンバスに油彩 
図 35 《雤が降る前に》2015、H53.0xW45.5cm、キャンバスに油彩 
図 36 《悲しみが消えること》2015、H80.3xW116.7cm、キャンバスに油彩 








図 1、2、3、6、7、8、22、26、27、28、29、30、31、32、33、34、35、36、37 筆者撮影、図 4 野田弘志『リ
アリズム絵画入門』芸術新聞社、2010、p.198、図 5 磯江毅『写実考』美術出版社、2009、p.99、図 9 イ
ヴ・ボヌフォワ『ジャコメッティ作品集』清水茂訳、リブロボート、1993、p.379、図 10 ジェイムズ・ロード『ジ
ャコメッティの肖像』関口浩訳、みすず書房、2003、p.13.33.49.57.101.117、図 11、13 Cheryl Brutvan, 
Antonio Lopez Garcia, Museum of Fine Arts Boston, 2008、p.123、p.145、図 12 Antonio Lopez, 
AntonioLopez, FundacionColeccion ABC, 2011、p129、図 14 アントニオ・ロペス『現代スペイン・リアリズ
ムの巨匠 アントニオ・ロペス展』長崎県美術館ほか、美術出版社、2013、p.112、図 15 Albert Châtelet, 
Hubert et Jan VAN EYCK Crèateurs de I’ Agneau Mystique,ÉDITIONS FATON , 2011、p.86、 図 16 
Annick Born &Maximiliaan P.J. Martens, Van Eyck in Detail, LUDION, 2013、p.78、図 17、18 クリスチ
ャン・ローゼ・ベルキン『リュベンス』高橋裕子訳、岩波書店、2003、p.106、p.115、図 19 ジル・アイヨー
他『フェルメール画集』巖谷隆治訳、リブロポート、1991、p.99、図 20 中山公男『フェルメール全作品』
中央公論社、1979、p.41、図 21、23、24、25 Jonathan Bikker et al.,Rembrandt: The Late Works, 































































































Jonathan Bikker et al., Rembrandt: The Late Works, National Gallery London / RIJKSMUSEUM Amsterdam、 2014 
 
